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資本蓄積と信用制度について

一「新しい」信用論に学ぶー一

荒 牧 正 憲
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I 「新しい」信用論体系について

A その方法

貨幣・信用（金融）・銀行・為替などの流通

諸現象の科学的解明は，戦後は，いわゆる「不

換銀行券論争」を基軸として開花された。とこ

ろが， 60年代ごろを境目にして，研究は多角的

に進展していき， そのなかから， 「新しい」信

用論体系とよばれる研究諸成果が台頭してきて

注目をあびるようになった。不換銀行券の形態

規定性のなかに，古典と現代をとりむすぶ基本

的な諸関係が，伏在していたからである尻

1) 浜野俊一部「不換銀行券の本質と運動」（遊部
久蔵ほか編『資本論講座』 5'青木書店， 1964年
所収）：川合一郎「貨幣・信用論研究三0年」
（『経済評論』 1976年6月創刊号，所収）：荒牧正
憲「不換銀行券論争」（佐藤金三郎ほか編『資本
論を学ぶ』 V,有斐閣， 1977年，所収）：松井安
信『不換銀行券論」（川ロ一郎編『現代信用論』
上，有斐閣， 1978年所収）：荒牧正憲「『不換銀行
券論争』の現代的意識」（高木暢哉編『現代の貨

周知のように，この体系構築のための軌道を

設定したのは，ほかならぬ故川合一郎教授であ

った。教授は，斬新な研究成果の蓄積をもと

に，この体系を以下のように特徴づけておられ

る。「信用制度の体系を， 一方では広義の流通

費用の節約のためにうまれた商業信用の展開

と，他方では，資本の所有制限の打開のために

うまれた資本信用および株式会社の展開という

二つの側面をもつものとしてとらえる。そして

前者は商業信用ーー銀行信用ーー中央銀行信用

と上向したのち，こんどは俯諏して経済過程を

統制するものとして管理通貨制の基礎となり，

後者は資本信用ー一銀行信用ーー株式会社と上

向して金融資本に達し，ここから下向して経済

過程をコントロールしようとするものとしてと

らえる」と2)0 

概念規定の内容やその論理構築にみられる不

整合は別としても，教授の設定された軌道が，

複雑をきわめて展開してきている現代資本主義

の貨幣•金融諸現象を，断片的・時論的・常識

的見地からでなく，体系的・長期的・科学的見

地から捕捉する論理を追求する意図のもとにな

されたものであることは，いうまでもないこと

である。現代資本主義を高度に発達した歴史的

な段階として位置づけ，そのための歴史的論理

幣・金融』ミネルヴァ書房， 1980年，所収）など
を参照。
2) 川合一郎『管理通貨と金融資本』，有斐閣，
1974年， 23ページ。
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を探りだして，これを構築し，この見地から現

実の諸現象の捕捉をとおして未来を展望するこ

とが，研究者に課された重大な任務であること

は， つけくわえるまでもないことである。「新

しい」信用論体系は，このことを，貨幣・信用

論の分野でおこなおうとするものである。とり

わけ，そのことを，資本蓄積・再生産の歴史的

・段階的発展の諸形態とからめて試みようとす

るものである。といっても，信用を再生産とか

らめて位置づける論理的営為は，なにも「新し

い」信用論体系論者たちのみに限定されてきた

課題であったというわけではない3)。 ここでこ

れを問題としてとりあげる動機は，この論者た

ちが依拠し出発点とした論理そのものにたいす

る論者たち特有な読みこみが，この体系そのも

のの特殊な性格を浮彫りにしているようにおも

われるので，それを手掛りとしてみたいとおも

ったからである。

かれらは，信用の必然性を，以下のマルクス

の叙述のなかから選びとり，それを，体系構築

の出発点とするのである。「流通時間は， 資本

が価値を創造するためにかける時間ではなく，

生産過程で創造された価値を実現するためにつ

いやす時間である。……だから資本の必然的傾
. . . . . . . . . . . 

向は，流通時間をもたない流通であり，そして

この傾向は信用と資本の信用機構 (creditcon-

trivances) との基本規定である。他方では信

用は，そのうえに，資本が自己を個別資本から

区別して， すなわち資本としての個別資本が

〔自己を〕 それの量的制限から区別して措定し

ようとつとめる形態でもある。しかしながら資

本がこの方向でもたらす最高の結果は，一方で

3) たとえば，高木暢哉『再生産と信用』，有斐閣，
昭和32年。伊藤武『マルクス信用論の解明』法律
文化社， 1982年，など。

第 52巻第1,.._, 4号

は擬制資本 (fictitiouscapital)である。他方

では信用は，たんに集積 (Konzentration) の

新たな要素，すなわち諸資本の個々の集中しつ

つある (zen tralisierende)諸資本において絶

減することの新たな要素としてだけ現われる。

流通時間はある面からみれば貨幣に対象化され
．． 

ている。信用の試みとは，貨幣をたんに形態契

機として措定しようとすることであり，その結

果貨幣は，それ自身が資本となることなしに，

すなわち価値となることなしに形態転化を媒介

する。これは流通時間をもたない流通の一つの

形態である。」 (Gr.s. 551-552., IIIの 608-9

ページ）

要約してみよう。社会的総資本の再生産過程

は，生産過程と流通過程の統一である。しかし

ながら，資本制生産のもとでは，剰余価値は生

産過程だけで創造されるのであって，流通過程

は剰余価値の実現過程（社会的空費）にすぎな

い。したがって，両過程は，内的関連をもちな

がらも互いに他を排除する関係にある。ここか

ら，流通時間の止揚が必然化する。そのために

は，まず生産の連続化が要請されるが，それに

は追加の予備資本が必要となる。信用はこの追

加の予備資本の節約を条件として具体化され展

開する。商業信用→銀行信用→中央銀行信用が

それである。また，信用は，個別的諸資本の競

争過程のなかで，それ自体社会的性格をもつ貸

付資本を供給し，諸資本の集積・集中を促進し

て集中の有力な武器となる。その最高の形態が

擬制資本である。資本の量的制限の打開とはこ

のことであって，それは，資本信用→銀行信用

→株式会社へと発展する，というのである。し

たがって，上記の諸範疇の内的関連を明らかに

し，その論理的位置を明確化することが，信用

論体系構築の課題であるというのが，これらの
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人たちのいいたいことである。

B 体系の骨子

同じ見地にたつ論者たちが，この体系構築に

あたって，あらゆる点において見解の一致をみ

ているというのではない。反対に，概念構成に

あたっていちじるしく異った認識をもつものす

らいるのである 4)。こうした差異を指摘し，そ

の限界をしめされつつ， 「新しい」信用論体系

の基本的な骨格を浮きたたせたのは，ほかなら

ぬ生川栄治教授であった。教授の近著『信用理

論の体系』（有斐閣， 昭和60年）が，それであ

るが，ここでは，それに学びながら，われわれ

の接近視角の一端をしめしてみることにした

しヽ。

教授の主張される信用論体系の基礎認識とも

おもわれるいくつかの点について，はじめに示

しておこう。

教授は，まず，現代資本主義を寡占体制と規

定され，その歴史的段階的な特徽を，自由競争

の段階にまで下降して捕捉されようとする。資

本蓄積の歴史的な段階的規定をきざむ論理がそ

れとむすびついているのである。資本主義的生

産力の発展，産業構造の高度化の認識がその背

後にあることはいうまでもない。ついで，この

資本蓄積の歴史的段階規定との必然的なからみ

あいにおいて，信用諸形態を規定することの必

要なことを力説される。商用信用と銀行信用

（自由競争），資本信用 （独占形成）， 管理通貨

制度（現代資本主義）という論理の段階的なき

ざみが，そのことをいいあらわしている。そし

て， 原材料 (C1) をめぐる信用取引と固定資

本 CC2)をめぐるそれとが，資本主義の自由競

4) とりわけ，飯田裕康『貨幣と信用の理論』三嶺
書房， 1985年参照。

争段階と独占段階を分かつ，重要な目じるしと

される。ついで，再生産と信用をむすびつける

根拠として，資本関係の本質とからめながら，

信用取引と現金取引という対立概念を設定され

る。というのは原材料や固定資本は信用取引で

処理されるが，賃金取引 (v) は現金でおこな

われねばならぬと考えられるからである。信用

取引と現金取引は相互に関連しつつも対立する

関係にあり，それはまた，段階的に異った発現

形態をとって，中央銀行における金属準備と中

央銀行債務（銀行券）とのあいだの諸矛盾に集

約されることになると，いわれるのである。さ

らに，蓄蔵貨幣の第 I形態と第II形態という概

念が独自な解釈のもとで設定され，われわれの

注目を喚起するのである。

そこで，この体系の骨格を摘出してみよう。

「原理的レベル」でいって， 信用形態の役割

は，再生産上の資本蓄積にこれを組みこんで考

察することである。」 (18ページ）「商業信用と

は， 再生産にたずさわる資本家（生産者・商

人）が商品形態でもって与える信用であり，そ

の形態上から再生産に内在的な信用取引であ

る。これにたいし，銀行信用とは，現金そのも

のの貸付をいうのではなく，再生産から遊離し
．．． 

てくる現金準備を準備金として，これに代替す

る貨幣形態（請求権）でもって与えられる信用

取引をさすものと理解する。」 (19ページ）こう

述べられて，信用が処理しうる部分は，ここで

は，原材料 (C1)取引部分に限定される。なぜ

なら賃金部分 Cv1) は現金で支払われなければ

ならないからである。再生産過程における個々

の産業資本家や商業資本家のあいだでとりむす

ばれる信用関係，商業信用の連鎖は，原材料部

分取引に関しては追加の予備資本部分を全部節

約することを可能とするが，そこには，三つの
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限界があると，つぎのようにのべられる。先端

企業は，商業信用を与えるだけで受けることが

ないのであるから，追加予備資本節約の利益か

ら除外される。また，どの企業も賃金は現金で

支払われねばならぬのであるから，諸資本は，

それぞれ，それに必要な現金準備の保有をよぎ

なくされる。末端企業（最終消費材生産企業）

での商品実現・現金還流が，この取引関係全体

を規定する（生産と消費の矛盾）と説明される

のである。個々の資本のもとで保有される賃金

支払用の手許準備金が蓄蔵貨幣の第 1形態の源

泉になる。銀行信用による商業債権の銀行債権

による肩代わり（手形割引）が，この発端企業

の負担を銀行に継承させ， それがさらに， 銀

行相互間における手形再割引市場へと上向転嫁

されるが（金融市場）， その意味で銀行信用は

商業信用よりは高位性にある。というわけは，

銀行信用レベルでは，各企業の手許に個別的

に保有されていた賃金支払用の現金準備が，銀

行に集中されて共同保管されることとなり，こ

れによって， 保管費が節約される一方， これ

が銀行の準備金を形成し，銀行の自己債務にた

いする保証力となるので，商業信用取引は社会

的にも高次化された保証（銀行信用）をもって

助長され，また資本を先取りすることになる。

こうして蓄蔵貨幣の第 1形態は，まず，個々の

私的銀行の準備金の形態をとり，最終的には，

中央銀行の金属準備となって現象する。 (18-40

ページ）だが， 「信用と現金の対立， その基礎

をなす c:vの対立性は，銀行本体に内在され

たままである。ここでは銀行券の造出は，現金

準備の動向によって制約されるのである。」「銀

行の現金準備は，再生産的関連からみれば，現

金準備→賃金支払→商品実現→現金還流

→現金準備，という運動を反復しながら増減

第 52巻第1,,..., 4号

する。」と (35ページ），つけくわえられるので

ある。

信用を再生産とむすびつけて考察するという

ことは，いいかえれば，それを，資本の流通過

程における流通時間の止揚（追加予備資本の節

約）の具体化として把握すること，また再生産

における c:vの対立を根拠とする運動とから

めて，商業信用→銀行信用→金融市場→中央銀

行という構造的関連を解明することだといわれ

るのである。

資本主義の独占段階を特徴づけるものは，再

生産過程における固定資本の巨大化であって，

この固定資本の充足が， 資本の集中を要求す

る。したがって，銀行信用はここでは「屈折」

をよぎなくされる。他方，支店網の拡大と銀行

集中の展開を背景として，大量の貨幣資本を保

有する大銀行が成立する。 (145-6ページ） こ

れを，再生産的にみると，「流通時間に照応した

信用の準備金としての蓄蔵貨幣の第 I形態に加

えて，新たに資本信用に照応した準備金として

の退蔵貨幣の第II形態の参入」がおこる。それ

は， 「生産の集積段階に巨大化する固定資本の

還流・積立部分として，銀行の現金準備に中・

長期的性格の新たな内容を付加するのである。

それは独占段階に規定された現金準備の内容で

ある」。 (146ページ） これはまず企業段階で遊

離され，銀行に集約化されて銀行準備に追加さ

れ，独占段階における中央銀行準備金をふくら

ますことになる。こうして，私的銀行レベルで

加重されて集約化された銀行準備金は，金融市

場の形成を条件としてさらに新しい形態の資本

信用を生みだすが，これが，交互計算信用・預

金設定という自己債務の創造を可能にさせ，

擬制資本市場との必然的なからみあいにおい

て，株式会社制度のもとにおける資本蓄積を推
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進させる。いうまでもなく，配当請求権の恒常

的な譲渡市場の形成と運動が，一方では株式形

態における支配集中を展開させ（長期の負担を

短期性の負担に分解）， 他方では挺保証券の市

中銀行への集積，固定化を生みだして証券恐慌

の原因をつくりだすからである。 (149,_, 156ペ

ージ）ところで，独占が生みだす不均衡化作用

（独占価格の設定による資本間不均衡と大衆消

費制限の狭隣化）が，実現困難の二重圧力（蓄

蔵貨幣の第 I形態と第II形態の還流停滞）によ

り中断されると，信用と金準備の対立・不均衡

が激化するからである。そうなると全般的な信

用恐慌（証券恐慌）が金本位制の基礎をゆるが

すことになり，この矛盾の打開が，管理通貨制

への転換を必然化するといわれるわけである。

自由競争資本主義から独占資本主義への転化

によって，これまで流通時間の止揚という信用

の果してきた役割が，新たな蓄積条件のもとで

屈折され， 資本信用という段階規定をうけと

り，それが資本所有の限界の克服という役割を

はたすことになる。といっても， ここでは，信

用は現金形態で供給されるのでなく，自己宛債

務（交互計算信用・預金設定）であたられるの

であるから，流通時間の止揚という役割は，異

った形態において実現されることになる。信用

はまたここでは原料材のみならず固定資本の取

引分野にまで拡大され，重層化し，再生産にお

ける蓄蔵貨幣の第 I形態（原材料の生産に投下

された賃金支払部分）と第II形態（固定資本に

弘下された賃金支払部分）の運動に規定されな

がら，擬制資本市場と有機的な関連において機

能することになるのである。教授は以上のよう

に説明されるのである。

「独占価格の存在は， 再生産の進行体系にそ

って価格負担の転嫁を下位行程に押しつけてい

くものとなり，その末端部面において大衆購買

カの削減・狭陰化に作用する。そうしたなかで

過剰資本の整理を避けるためにおこなわれる生

産制限は，遊休生産力を温存して，不況過程を

慢性化するものとなる。そうした事態を打開す

るために，独占体制における再生産は，過剰生

産能力に対応する新たな市場開発を必要とす

る。すなわちその生産力効果が，直接には最終

市場に現われない公共土木事業等の積極化によ

って，遊休生産力を吸収する市場（第3市場と

よぶ）の造出が必要とされる。」 (13ページ）管

理通貨制とは，そうした資本蓄積の歴史的形態

のもつ矛盾の克服として出現した，新たな蓄積

過程に対応するものであって， 「金本位制から

の離脱で可能となった擬制的現金・信用の拡大

によって，商品実現条件を社会的・再生産的規

模において打開する」制度である。 (224ペー

ジ）このため大量の国家財政資金が動員され，

有効需要政策が不可欠のものとなったが，こう

した国債による金融資産の累積・膨張が，過剰

流通性（インフレ圧力）となって現われること

にもなる。にもかかわらず，この制度のなかで，

株式支配は小数持株支配（→「経営者支配」）現

象を生みだしており，現代巨大企業における新

しい支配・自己金融体制を展開させている。ま

た，消費者金融（賦払金融）が開発され，これ

がまた巨大企業の自己金融体制に還流する仕＜

みになっている。「管理通貨制度のもとでは，

国債累積・自己金融・消費者金融という三つの

流れのもとに，現代資本主義の再生産が進行す

る。」 (15ページ）インフレが進行し，それが消

費者物価の騰貴となって発現し，資本財部面・

卸売物価を押し上げる反転力をつくっている

が，高成長段階では，生産性の向上が，このイ

ンフレを成長コストにまで抑制する。しかし，
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低成長段階では，有効需要体制の強化が生産力

効果にむすびつかず，失速・空転する。競争型

独占体制は協調型寡占へと転化し，スタグフレ

ーション・世界的インフレの波が高まるのであ

る。だから，管理通貨制をたんなる通貨面から

みた恐慌打開策ととらえてはならないし，外部

的な通貨供給政策の枠内で位置づけてもいけな

い， それは， 「資本蓄積構造に内在的に，その

原点から位置づけ」られねばならないものであ

る (207-210ページ），と注目を換起されるので

ある。

C 評価すべき論点

「新しい」信用論体系について， 評価すべき

第一の点は，信用を資本蓄積・再生産とむすび

つけて位置づけ，その歴史的段階的な諸関連を

追求しようと意図された方法である。いうまで

もなく，貨幣・信用・為替などの諸現象は，ぁ

くまでも流通現象である。それらは資本制再生

産が自らのために生みだし，蓄積の手段として

用い，その歴史的展開とともにそれにふさわし

い形態につくりかえられてきたものである。商

業用信用を資本制再生産・蓄積に内在する信用

であるととらえ，その役割を力説し，それとか

らめて銀行信用を位置づけられようとしたこ

と，信用と現金との矛盾的対抗関係を資本の運

動とからめて規定しようとされたこと，資本信

用や管理通貨制を資本蓄積の歴史的形態との有

機的な関連において概念づけようとされたこと

などは， われわれの共感をよぶ問題提起であ

る。信用は，それがむすびつく資本蓄積の動的

・歴史的過程とからめて歴史的かつ段階的に体

系化されてはじめて，その本来の性格が解明さ

れることとなるのである。

第2は，資本信用と擬制資本運動との有機的

第 52巻第 1,.._, 4号

な関連性について，注目すべき問題点を提起さ

れたことである。独占形成期における資本信用

の意義づけは，生川教授の先駆的な問題提起に

負うものであるといってよい。この奥深き研究

のつみ重ねのうえに立って，教授は，株式会社

＝社会的遊休資金の集中動員論と株式会社＝支

配集中機構論に批判をくわえつつ， これらに資

本信用の段階的必然性を対置し，前者を株式会

社と銀行との「機能論の立場からの同列視」で

あると論難され， また後者にたいして， 「信

用範疇・金融市場との関係の論理」が未展開と

切りこまれているが，この論点は， とりわけ鋭

利な問題提起である。資本信用を無視して近代

株式会社は成り立たなかったし，また，擬制資

本市場の展開は，事実，資本信用に支えられて

実現されたものであった。このことについての

理論化の仕方いかんが，金融資本の形成，広く

いって独占資本の規定性に，重要なかかわりを

もつという指摘には，鋭いものがある。それと

ともに，資本信用の段階規定を明示されたの

も，忘れてならない重要な指摘である。「過剰

資本」は信用媒介的に投資されるのではなく，

銀行勘定のなかで統合され， それを基礎とし

て，銀行の自己宛債務でもって貸付取引に用い

られるものだからである。

第3に，管理通貨制度を現代資本主義の蓄積

過程とからめてとらえようとされたことも，大

切な論点である。現代資本主義は，社会主義革

命•第 2 次大戦・世界大恐慌などの危機の所産

として，歴史的に形成されてきたものである。

独占前期の資本主義の展開が危機に直面し，そ

の打開策として生れてきた，特殊に歴史的な社

会的有機体であることを重視し，それとの関連

で，管理通貨制はとらえらるべきものであると

いう教授の主張は，傾聴に価するし，とりわけ
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「擬制的現金」の造出のなかで， 所有の手段化

（擬制資本市場の新たな展開）が， 国際的規模

で進展している現実を直視できるときだけに，

この指摘は貴重なものである。

「新しい」信用論体系が提起した諸問題がこ

れでつきるといっているのではない。その他の

多くの問題提起が，読む人に未開拓な分野へと

考察の視野を広げさせている事実を，われわれ

も重視しておきたい。漸新で独自な問題提起で

あるだけに，それはそれとして，この体系はま

た，多くの問題点をもはらむものである。ここ

では，そのうちの若干の点について，吟味をく

わえてみよう。

]1 この体系のもつ若干の問題点

A 現金取引と信用取引

固定資本や原材料の取引は信用取引によって

処理されるが，賃金は現金で支払わねばならぬ

という認識について，みてみよう。個別諸資本

は，自由競争段階にあっても独占形成期におい

ても，また投資においても還流においても，こ

のことに規定されることになっている。まず，

企業レベルにおける手許現金の保有と還流の連

動が出発点となり，これが私的銀行のもとでの

準備金の動向と変動を規定し，そのもつ矛盾と

対立が，中央銀行レベ）レで集約されるといわれ

る。商業信用と銀行信用のレベルにおいては，

原材料取引と賃金取引が，また資本信用レベル

では，これに固定資本取引とそれに必要とされ

る賃金取引がつけ加わり，この両者の対立関係

と運動は，間接的・迂回的となるが，激化する

といわれるのである。

完全な金属流通を前提してみよう。そして，

貨幣の流通速度や相殺を，考慮の外においてみ

よう。そして，自由競争段階においても独占段

階においても，この体系の前提どおり賃金は金

属鋳貨で支払われねばならぬと仮定してみよ

う。競争過程における個別諸資本は，まず，投

資において現金取引と信用取引の矛盾にぶちあ

たり，また，還流の過程においても，両取引の

差異を重視せねばならなくなるであろう。この

ことが，私的銀行レベルにおいてもまた中央銀

行レベルにおいても，重視されねばならなくな

る。教授の指摘されるとおりである。もっとも

銀行に保有されねばならぬ準備金は社会的に縮

約化されたものであるが。

しかしながら，次のような事実も忘れられて

ならないことである。産業資本が確立し，その

蓄積過程に照応した信用制度が樹立されると

（発券銀行と預金銀行の分化），中央銀行券は現

金化しはじめ，それとともに，信用取引は預金

通貨でもって実現されはじめる。資本主義の独

占段階にいたると， この信用制度の集積・集中

過程がいっそう進み，支配と強制の関係が確立

して，国内流通に関する限りはこの関係は完成

する。ここにいたって，信用取引と現金取引と

の差異は，原初の関係とはいちじるしく異った

ものに転化されることになるのである。商業信

用は銀行通貨たる預金通貨にとって代わられ，

銀行券の現金化過程の進展とともに，中央銀行

の金属準備は，貨幣制度の基礎となって現実の

取引関係から遊離する。いうところの資本信用

が現実の蓄積過程における信用取引を主導する

ことになるのである。そうすると，現金取引と

信用取引といった一元的な区別でもって，ここ

での取引を規定することは，とうてい無理なも

のになってしまうのである。現金の重層的な形

態転換それ自身の解明が問題となろう。

個別資本の自由にして自立的な活動を前提し
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てみよう。超過利潤をもとめて諸資本は激しく

対立し競争するのであるが，ここではこの関係

を捨象して，それらが織りなす社会的総資本の

再生産過程の諸関係についてのみ，みることに

しよう。どの資本も，貨幣資本の循環運動 (G

-W<X叫..p…W'-G')を余儀なくされるが，

それはまたそのなかに，生産資本の循環 (P…

W'-G'-W・・・P)と商品資本の循環 (W'-G'

-W…p…W')をふくみ，この三つの形態にお

ける循環が，社会的総資本の再生産過程に統一

されて包摂されることになる。資本制再生産と

は， 「ただ単に流通過程と生産過程との統一で

あるだけではなく，その三つの循環全部の統一

である」からである。 (K.II, s. 107., 24の127

ページ）また，諸資本は二群に分れて運動し機

能する。第 1部門が生産財生産部門であり，第

2部門が消費財生産部門である。どの資本も C

と V の前貸しをおこなって， 剰余価値生産を

おこなうのだが，その結果，第 1部門では生産

財生産物が生産され，第2部門では消費財生産

物がつくられることになる。単純再生産を前提

すると，剰余価値は全部消費されることになる

が，そのばあい，両部門のあいだの関係は，ど

うなるのであろうか。

以下のようにならざるをえない。

I Cげ V1+叫 =P1

II C叶 v2+m2=P2

このばあい，現金取引は， I(v1+m1) =Ileと

II(v2+mりのあいだでおこなわれ， また信用

取引の主たる場は Ic1内部および Ilc=I(v1+ 

m1) の場である。 とすれば，信用取引と現金

取引が分離する流通の場は，社会的総資本の運

動が分離して機能する，社会的資本の流通と社

会的所得の流通という領域になりはしないか。

資本の流通が所得の流通を生みだし，その所得

第 52巻第 1,....., 4号

は消費財生産物を実現して，結局のところ，資

本の流通に還元されるのである。社会的総資本

の再生産過程に現象する両部門間の流通循環に

現われる諸関係を，信用制度の展開とは無媒介

に，資本蓄積の歴史的段階規定にまで拡大して

適用する思考には，疑問を感じざるをえないの

である。現金取引か信用取引かという区別は，

資本の流通で機能すべき通貨形態か所得の流通

で機能すべき通貨形態かの区別であって，それ

は，先にみたように，資本蓄積の展開，信用制

度の発展とともに，変化した姿をとって現象す

るものなのである。

B 商業信用

商業信用が資本制再生産過程に内在してむす

ばれる信用関係であること，これによって原材

料取引に必要な追加の予備貨幣が節約されるこ

と，この限度において，流通期間そのものの止

揚を実現するということは，教授の主張される

とおりである。しかしながら，商業信用の限界

について， (1)発端者には，追加の予備資本の負

担が残留する， (2)賃金支払は現金取引である。

(3)末端者には大衆消費市場（最終消費財）が対

応し，ここでの商品実現・資本還流が，商業信

用の全体を支える基礎となっているという見解

は，はたして受容可能なものであろうか。

第1に，商業信用が個々の機能資本間でとり

むすばれる私的信用関係であること，信用連鎖

の系列が「理想的状態」にまで展開しないこと

については，教授も確認されているところであ

る。しかし， A→B→C→Dというように商用

信用がとりむすばれたとしても，原材料を信用

で供給する企業家の立場からみれば，それぞれ

の生産物には，それを生産した資本にとって，

c+v+mの価値が含まれていることになる。短
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期流動性の信用取引であり，私的で個別的な取

引関係を前提するのであるから，この信用連鎖

は，発展すべき内的要請にもかかわらず，また

随所で中断される不安定性をもっている。手形

流通のもつ個別性，地域性については，歴史的

にみても，これを実証することができるのであ

る。それはともかく，商業信用が展開し資本蓄

積が促進されればされるほど，流通時間の制限

の壁にはばまれて，手形決済に必要な準備金が

増大するという関係も無視する•ことはできま

ぃ。その規模や量は別として，手形決済に必要

な準備金の保有は，資本制生産を前提するかぎ

り，一定量は必要不可欠なものである。いうと

ころの「発端企業」は再生産過程の随処で現わ

れるのである。

第2に，賃金支払のための準備金であるが，

企業が個別的に準備として保有しておく部分

と，手形の決済をまって還流してくる部分とが

あることを，考慮しておかねばならぬ。社会的

にみて，賃金支払に必要な部分を企業が保有し

ておかねばならぬことは，いうまでもない。し

かしながら，社会的にみて，企業の手許で保有

されねばならぬ準備金は，賃金支払部分だけで

なく剰余価値を流通させるに必要な部分（この

体系では捨象）， 手形決済に必要な部分，固定

資本の流通に必要な部分がふくまれていなけれ

ばならないのである。後にもふれるが，マルク

スのいう蓄蔵貨幣の第 I形態と第II形態は (K.

III. s. 331. 25aの307-8ページ），その基礎は，

企業レベルでの保有準備のうちに包含されるも

のと解されねばならないのである。商業信用連

鎖は，社会的にみて，この部分を節約するにす

ぎない。

第3に， 大衆消費市場に対応する「末端企

業」とは，そもそもどういうものであろうか。

独立商品生産者のようにもとれるし，そうでな

いようにもおもわれる。資本制再生産を前提す

るものであるから，先にみた例示でいえば，所

得流通で機能すべき貨幣総額に対応する消費財

総生産物ということになるだろう。これによっ

てみると，第JI部門の資本家階級が相互に前貸

した賃金および剰余価値総額に該当する価値部

分は， この部門内部の所得流通を介して実現

し，同じ部門の資本家階級のもとに還流する。

しかし， 前貸資本部分の価値的・素材的還流

は，第1部門の資本家階級が前貸しする賃金お

よび剰余価値の価値総額にも規定される。そし

て，この後者には，第 1部門内部の不変資本価

値部分の実現・還流が深くかかわりあうのであ

る。すべての「現実の恐慌の究極の原因 (der

letzte Grund aller wirklichen Kriesen)」

が，資本主義的な「大衆の窮乏と消費制限」にあ

ることを否定するものではないが (K.III., s. 

501. 25 bの 619ページ），そのばあいでも，

あくまでも資本の流通が所得の流通を規定する

という「資本制再生産においてのもっとも基本

的な構逃上の性格」が見失われてはならないの

である」5)0 

C 銀行信用と銀行準備金

手形割引，すなわち銀行信用による商業信用

の肩代わりによって，商業信用取引がいっそう

拡大• 発展し，再生産過程一般が促進されるこ

とはいうまでもない。なぜか。銀行の自己宛債

務が，企業レベルから銀行に集約された準備金

によって保証され，社会化され，一般化される

からだという。そして， それは， 窮極のとこ

ろ，集中化された中央銀行準備金によって，ょ

5) 高木暢哉・竹村暢一共著『貨幣・金融の基礎理
論』ミネルヴァ書房，昭和43年， 36ページ。
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り「高次化」されるといわれるのである。どう

いうことだろうか。

第1に，私的銀行のもとに集約されて保管さ

れる準備金の源泉が，マルクスのいう退蔵貨幣

の第 Iおよび第II形態をふくむものでなければ

ならぬことについては，先にのべた。銀行と取

引関係をもつ個別的産業資本家や商業資本家た

ちが保有する準備金は，まず銀行のもとに集約

され，その銀行における個別的預金勘定の形態

をとって現象する。個々の資本家相互間の取引

は，こうなると，かれらが銀行にもつ個別的預

金勘定を介して行われ，そのことが，かれらが，

銀行にもつ預金勘定の増減となって現象するの

である。これを銀行の側からみると，同時相殺

や継次的相殺をとおして，総合的に銀行預金勘

定のなかで総括され，統合化されて，手許準備

として必要な部分と，現実の取引過程から離脱

・遊離していく部分との区別をつくりだすこと

になる。「種々雑多な預金が共同の金庫に集中

され，統一的に保管される」ことから必然的に

生じる，経営準備金と貸付可能資本との分離と

なるのである。預金は出納性預金と投資性預金

とに分化し，この後者が，銀行債務でもって貸

付けられるようになって，近代的銀行の成立と

なったのである。銀行準備金は社会的性格をも

つようになり，それを基礎に成り立つ銀行券は，

金貨幣にかわって現金としての性格をもつよう

になる。手形割引が恒常化し，私的銀行相互間

における再割引制度が成立すると（金融市場），

銀行相互間において，準備金の一部分の預けあ

いが発展し（ロンドンファンドなど），このこと

がまた，銀行準備金の社会的性格を高めること

になる。こうして，諸行のあいだの準備金が，

中央銀行に総括されることになる。これを中央

銀行の側からみると，同行は，一国の金属準備

第 52巻第 1,..__, 4号

を集中的に保管し，これが貨幣・信用制度全般

を支える基礎となる。 これを根拠に中央銀行

は，兌換銀行券を発行し，金融機関預金（出納

預金）を預かる。発行銀行券は資本の流通か所

得の流通で機能し，その一部分は，私的銀行の

準備金の一部分を形成する。中央銀行は現実の

再生産過程から遊離した次元で活動し，いわゆ

る銀行の銀行となるのである。再生産過程とむ

すびつく私的銀行は，中央銀行券と中央銀行預

金を準備として，預金取引をおこない，また貸

付取引を実行する。銀行信用の主体となる銀行

の質的性格が，教授の思考のなかでは不明瞭と

なっているのではなかろうか。

第2に，銀行のあたえる信用は，社会的な遊

休資本たる準備金を基礎とする信用，つまり利

子つき資本としての性格をもつ資本であるとい

うことである。資本蓄積を推進する経済主体に

配分される資本という意味で， 銀行信用は，

「資本の前貸」 という性格をもつ。つまり銀行

は，一方では社会的な借手を代表し，他方では

社会的な貸手を代表して，商業信用の授受者で

ある機能資本家にあい対するのである。そし

て， 銀行信用は， 「競争戦での新しい恐ろしい

武器」 (K.I. s. 655. 23 bの817ページ）となる

のである。こうなると，銀行はまた，手形を銀

行資産として保有するようにもなる。商業信用

と銀行信用は本質的な差異をもつものとして把

握されねばならないのである。

第3に，銀行準備金の性格についても，すこ

しくふれておきたい。企業ごとに分散されて保

有されていた準備金が銀行に集約されることに

よって，準備金の社会的縮約（準備金の節約）

が実現されることは，さきにのべた。こうした

縮約は，私的銀行保有の準備金が中央銀行準備

金に集約されるばあいにも，加重して作用す
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る。このことは，現金取引部分にも信用取引部

分にも作用する。銀行を媒介として行われるの

であるから，流通手段の流通速度は高まり，相

殺も制度的に高められる。行内交換，手形交換

によって処理される取引部分は大規模となり，

最終の決済は，中央銀行保有の金融機関預金の

振替転記ではたされることになるのである。中

央銀行券の現金化によって，現金取引と信用取

引のあいだの原初の区別はあいまいなものとな

り，金属準備→銀行券→商業手形→預金通貨と

いった貨幣・信用の組織的構造を通じて，資本

蓄積が実現するという関係に転化するのであ

る。金属準備は現実の流通から排除され，疎外

せられ，その外部に沈澱して，単に貨幣制度上

の基礎にとどまるのであるが，この関係は，資

本蓄積の進展，資本主義の独占資本主義への転

化とともに， ますます強まるのである。 しか

しながら，恐慌がおこり，信用連鎖の糸が切り

裂かれるようになると，信用取引は収縮して現

金取引が選好され，現金支払の必要性が加重化

され，銀行券発行増への要求が中央銀行に集中

し，兌換にたいする危惧が生じると，準備金か

らの流出がおこることになる。信用恐慌は貨幣

恐慌に転化する。「新しい」信用論体系がいう

現金取引と信用取引との区別は，私的銀行の準

備金形態において社会的に縮約化されて保存さ

れ，さらに中央銀行においては，金属準備，発

行銀行券，金融機関預金という三重の形態に止

揚されて保存されるようになるのである。それ

とともに，信用制度は，現実の再生産過程から

は疎外され，形骸化され，物神化された形態を

ますます強めることになるのである。そして，

そうした形態において，現金取引に必要な部分

は，賃金支払のみならず，信用取引の差額決済

部分としてもまた保存されるのである。けっし

て v+mだけではない。

D 資本信用

資本主義の独占段階において，資本信用が必

然化すること，そしてそれが，固定資本信用の

充足を条件とすることについては，別に異論を

もつものではない。しかし，資本信用の概念規

定に，なんらの問題を感じないというのではな

しヽ。

第1に，蓄蔵貨幣の第Il形態の内容について

の見解である。巨大な固定資本を生産するため

に雇用される労働力への支払がふえることにつ

いては異論はないが，このために金属準備を必

要とするか否かは，考えてみなければならぬこ

とである。すでに，銀行券の現金化が完成した

歴史の段階であるからである。ここでは，マル

クスのいう蓄蔵貨幣の第 Iおよび第Il形態に該

当する蓄蔵貨幣分にくわえて，所得諸階級の遊

休貨幣資本はすべて銀行において銀行預金とし

て保管され，このなかに還膨流してくるからで

ある。銀行に集中される準備金は膨大なものと

なり，銀行はこれを，短・中・長期に社会的に

分類して保有する。他方，銀行制度の集積・集

中を条件として，無現金化の流通技術（銀行券

および小切手取引の展開）も大いに進展する。

もっとも，このばあい，貸付取引の手段として

は，銀行の自己宛債務（交互計算信用・預金設

定）が用いられるのは，いうまでもない。こう

した信用制度の展開を基礎に成り立つ中央銀行

保有の金属準備は，その機能を，世界貨幣の準

備金としての役割に傾斜させていくことになる

のである。独占的蓄積の諸矛盾が生みだす証券

恐慌が，貨幣・信用制度全体の組織をゆるがし，

金準備と中央銀行債務との緊張関係を激化する

が， それも， こうした貨幣・信用の組織的構
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造の発展に媒介されて現象化するものである。

第2に，資本信用とは段階的に屈折された銀

行信用であるといわれる。そして，資本所有の

私的制限の止揚のために役立という。たしか

に，独占的蓄積過程にからみつく資本信用が，

資本の集中・集積を媒介し，そのための「一つ

の巨大な社会的機構に転化」することは (K.I, 

s. 655. 23bの817ページ）， 否定しようもない

事実である。しかしながら，銀行信用が発達し，

それに媒介されて資本蓄積が推進されるように

なった自由競争段階においても， 信用は「競

争戦での一つの新しい恐ろしい武器」になった

といわれていることを，どのように解釈すれば

よいであろうか。超過利潤をもとめる諸資本の

競争が，長期的にみて，資本の有機的構成の高

度化を実現するということは周知の法則であ

る。しかしそれは，全企業でいっせいに行なわ

れるのでなく，まず特定の決定的な生産部面に

現われ (K.IL, s. 222 ; 25aの266ページ），全部

門にひろがっていく。特定の先駆的企業は，よ

り少ない個別的価値で生産した商品資本を， し

ばらくのあいだより高い市場価値で販売しうる

ので，特別剰余価値（超過利潤）を獲得するこ

とができる。この新技術が，やがて他の競争企

業につぎつぎと採用されるにおよんで，特別剰

余価値は消滅するのであるが，こうした過程が

周期的にくりかえされ，そのつみ重ねの歴史的

な一時期に，独占が成立した。この特別剰余価

値というのは，社会的生産諸力の再配置・再編

成・再配分が，特定の先駆的企業を介して周期

的に現象するということではないか。これを銀

行信用が促進するとすれば，いいかえれば銀行

信用がこの競争を助長するとすれば，そのかぎ

りにおいて，それは，資本の集中・集積を媒介

する役割をはたしうるのだと，いえるのではな

第 52巻第 1,-...;4号

かろうか。自由競争に活力をあたえ，社会的資

本をそこに動員することによって，利潤率の均

等化作用を捉進するかぎりにおいて，銀行信用
．．．．． 

は，資本所有の私的所有を克服する潜在的役割

を発揮するといってよいのではなかろうか。

第 3に，教授は，資本蓄積・再生産にとって

「始源的根拠」をなす単純な商品流通を意識的

に捨象された。「それ自体で資本の運動論理を

あらわすものとはなっていない。……支払手段

機能だけの説明では，商業信用を再生産にとっ

て必然的範疇として明らかにしたことにはなら

ない」というのが（『信用論の体系』前掲書，

21ページ）， その理由である。 とはいえ，資本

制再生産は，単純な商品生産を歴史的・論理的

な前提としてなり立つ再生産の特殊歴史的な形

態であることは，周知のところである。このこ

との意味はともかくとして，ここでは，近代的

信用制度の本質的な内容が重視されねばならぬ

ことだけを指摘しておきたい。原蓄過程におい

ては， 信用は， 「蓄積の控えめな助手としてこ

っそりはいってき」たが， 「やがて競争戦での

一つの新しい恐ろしい武器になり，そしてつい

には諸資本の集中のための一つの巨大な社会機

構に転化する」というマルクスの認識は (K.I, 

s. 695. 23bの817ページ），掘り下げて検討さる

べき豊富な内容をもっているようにおもわれる

のである。これについては，あらためて，別稿

を用意せねばなるまい。

以上， 「新しい」信用論体系に学びながら，

それらがもつ問題点を指摘し，またこれについ

て，若干の考察をつけくわえてきた。われわれ

のアプローチも，この信用論体系のそれと重な

りあうのであるが，そのばあいでも，とりわけ

信用とむすびつく再生産の論理構造やレベルの

評価いかんが重要な別れ道となるのである。
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そのことの検討がつぎの課題である”。

6) この点を指摘したものとして，松井安信「不換

銀行券論」前掲書，野田弘英「革新投資と信用創

造」（『金融経済』 1984年， 203号，所収）がある。
また，次のエンゲルスの認識は大切である。「大

衆の過小消費は，搾取にもとづくあらゆる形態

の，したがってまた資本主義的社会形態の一必要

条件であるが，恐慌は，資本主義的な生産形態が

はじめて生みだすものである。だから，大衆の過

少消費もまた，恐慌の一つの前提条件であり，ず. . . . . . 
っと昔から認められているように，恐慌において. . . . . . . . . . . . . 
ある役割を演じるのであるが，しかし，それは，

今日恐慌が存在する原因についても，また以前に

恐慌が存在しなかった原因についても，なにも語

ってはくれないのである。」（『反デューリング論，

20. s. 266. ; 20の294ページ。
7) 引用文の K.=K. Marx, Das Kapital. Kritik 
der politischen okonomie, Dietz Verlag, Berlin, 
1962. Gr. =K. Marx, Grundrisse der Kritik 
der politischen okonomie. Rohentwurf 1857-

58, Dietz Verlag, Berlin, 1953. 訳文は，それ
ぞれ，大月書店『マ）レクス・エンゲルス全集』お

よび『マ）レクス経済学批判要綱』より。
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